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が
主
体
的
に
行
う
主
権
者

教
育
の
取
組
を
一
層
加
速

さ
せ
る
と
の
方
針
を
決
定
。

12
月
21
日
に
は
三
議
長
会

会
長
に
よ
り
政
府
を
は
じ

め
、
関
係
国
会
議
員
に
対

し
て
地
方
議
会
に
関
す
る

地
方
自
治
法
改
正
を
踏
ま

え
た
主
権
者
教
育
の
推
進

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。

今
回
の
三
議
長
会
会
長

会
議
で
は
、
こ
れ

ま
で
各
議
長
会
が

行
っ
て
き
た
主
権

者
教
育
に
関
す
る

活
動
に
つ
い
て
報

告
し
た
ほ
か
、
全

国
の
地
方
議
会
が

展
開
し
て
い
る
主

権
者
教
育
の
好
事

例
を
取
り
ま
と
め

た
冊
子
（
三
議
長

会
共
同
制
作
）
を

６
月
末
ま
で
に
完

成
さ
せ
、
各
議
会

選
挙
の
投
票
率

が
低
下
傾
向
に
あ

る
中
、
地
方
議
会

へ
の
関
心
を
高
め

て
い
く
た
め
、
三

議
長
会
で
は
昨
年

10
月
20
日
開
催
の

三
会
長
会
議
で
主

権
者
教
育
を
国
民

運
動
と
し
て
取
り

組
み
、
議
会
自
ら

本
会
の
坊
恭
寿
会
長
（
神
戸
市
）、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
山
本
徹

会
長
（
富
山
県
）、全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
渡
部
孝
樹
会
長
（
北
海
道
厚
真

町
）
は
4
月
12
日
、
神
戸
市
で
三
議
長
会
会
長
会
議
を
開
催
。
要
望
及
び
活

動
状
況
に
つ
い
て
各
議
長
会
か
ら
報
告
す
る
と
と
も
に
、
主
権
者
教
育
に
関

す
る
取
組
に
つ
い
て
の
今
後
の
方
針
を
確
認
し
た
。に

配
布
し
て
情
報
共
有
を
図

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
議
会
が
主
権

者
教
育
を
行
う
際
に
使
用
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
①
小・中

学
生
向
け
②
高
校
生
・
大
学

生
向
け
）
の
制
作
に
着
手
し
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
盛
り
込
む

内
容
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ

し
た
。

全国都道府県議会議長会
○「多様な人材が輝く議会のための懇談会」(R5.12 ～ R6.3）

を設置し、令和６年３月に報告書「多様な人材が輝く議会の
ための17の提言」  を取りまとめた。

○7月に開催予定の定例総会で同提言を踏まえた決議等を行
い、政府に対する要望を取りまとめる予定。
全国市議会議長会

○理事会・評議員会合同会議（R5.11）で「多様な人材の市議会への
参画促進に関する決議」  を採択。地方自治法改正の周知と主権
者教育の推進を最重要事項として位置付け、議会自らの取組に対
する支援と国の更なる推進を政府・関係国会議員に要望した。

○本会主催の研究フォーラム（R5.10）  で「統一地方選挙の
検証と地方議会の課題」をテーマとして取り上げ、基調講演、
パネルディスカッション、課題討議を通じて地方議会の課題を
整理し、解決に向けた今後の方向性を討議した。
全国町村議会議長会

○「町村議会議員のなり手不足対策検討会」（R5.7～R6.3）を
設置し、令和６年３月に報告書  を取りまとめた。

○デジタル技術活用事例集（R6.3）を取りまとめた。

各議長会における活動

三議長会会長会議の様子（神戸市）

会長会議
三 議 長 会

意
見
交
換
で
は
、
三
議
長

会
に
お
け
る
取
組
を
踏
ま

え
、
今
後
の
主
権
者
教
育
の

進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

議
会
が
主
体
と
な
っ
て
出

前
授
業
な
ど
を
行
う
際
は
、

受
け
入
れ
側
の
学
校
で
実
施

す
る
事
前
学
習
で
使
用
す
る

教
材
が
重
要
と
し
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
よ
り
効
果
的

に
行
う
た
め
に
は
、
地
方
議

会
の
側
面
か
ら
伝
え
る
べ
き

内
容
を
精
査
の
上
、
三
議
長

会
が
作
成
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
盛
り
込
み
、
地
域
ご
と

に
伝
え
る
内
容
に
相
違
が
生

じ
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
総
務
省
、

文
部
科
学
省
を
は
じ
め
、
都

道
府
県
及
び
市
町
村
の
教
育

委
員
会
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
展
開
す
る
こ
と
も
肝
要

と
の
見
解
も
示
さ
れ
た
。

坊
会
長
は
、
主
権
者
教
育

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、「
議

会
と
し
て
実
施
す
る
趣
旨
を

深
く
理
解
し
た
う
え
で
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

強
調
し
た
。

主権者主権者
教育教育

伝
え
る
内
容
に
統
一
性
を

「
実
施
趣
旨
の
理
解
が
重
要
」

神 戸 市主権者教育 今後の方針を確認主権者教育 今後の方針を確認

坊 会長（神戸市）

坊 

会
長

事例集で情報共有 リーフレット制作着手
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件　名
1 道路交通環境の整備促進
2 港湾の整備促進及び空港の機能拡充
3 観光対策の促進
4 国際リニアコライダーの誘致実現
5 東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質汚染対策
6 近年の海洋環境変化等に伴う深刻な漁業被害の原因究明と抜本的対策
7 東日本大震災からの復旧・復興に向けた対応
8 医療費助成制度の充実強化
9 インバウンド誘客促進
10 高速交通体系の整備促進
11 医師確保と地域への均衡ある医師配置
12 自治体情報セキュリティ対策の抜本的強化に係る支援の充実
13 道路網の整備促進
14 庄内空港の滑走路延長（2,500m）及び施設整備への支援拡充
15 子育て支援医療給付の国による制度化
16 東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故災害からの復旧・復興加速化のための支援
17 子育て支援の充実及び保育・医療・介護・障害福祉分野における処遇改善等
18 原油価格・物価高騰等に係る財政支援

東北市議会議長会 各県市議会議長会提出議案

東海市議会議長会 各県市議会議長会提出議案
件　名

1 小中学校体育館への空調機設置に関する補助制度の拡充
2 自治体情報システムの標準化・共通化における自治体に対する負担軽減
3 福祉・保健・医療施策の充実強化

4 持続可能な公共交通実現に向けた、地方鉄道に関わる財政措置等

東
海
市
議
会
議
長
会
は
４

月
18
日
、
岐
阜
市
で
第
107
回

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
新

会
長
は
石
井
浩
二
岐
阜
市
議

会
議
長
。

東
北
市
議
会
議
長
会
は
４

月
18
日
、
山
形
市
で
第
76
回

定
期
総
会
を
開
催
。
新
会
長

に
長
谷
川
幸
司
山
形
市
議
会

議
長
を
選
任
し
た
。

長谷川東北議長会会長
（山形市）

近
畿
市
議
会
議
長
会
は
４

月
18
日
、
奈
良
市
で
第
89
回

定
期
総
会
を
開
催
。
新
会
長

に
川
田
裕
香
芝
市
議
会
議
長

を
選
任
し
た
。

横野北信越部会長
（富山市）

川田近畿議長会会長
（香芝市）

北
信
越
部
会
長
市
の
富
山

市
で
議
長
交
代
が
あ
り
、
部

会
長
に
欠
員
が
生
じ
た
た

め
、
役
員
補
欠
選
任
を
書
面

で
実
施
し
た
。

後
任
に
は
、
横
野
昭
富
山

市
議
会
議
長
が
4
月
19
日
付

で
選
任
さ
れ
た
。

東
北
市
議
会
議
長
会

東
北
市
議
会
議
長
会

第第
7676
回
総
会

回
総
会

東
海
市
議
会
議
長
会

東
海
市
議
会
議
長
会

第第  
１
０
１
０
77
回
総
会

回
総
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

近
畿
市
議
会
議
長
会

第第
8989
回
総
会

回
総
会

東
北
・
東
海
・
近
畿
市
議
会
議
長
会
は
４
月
18
日
、
そ
れ

ぞ
れ
定
期
総
会
を
開
催
し
、
新
会
長
を
は
じ
め
役
員
を
改

選
す
る
と
と
も
に
、
各
支
部
、
県
市
議
長
会
提
出
議
案
を

決
定
し
た
。
決
定
し
た
議
案
の
う
ち
各
３
件
が
部
会
提
出

議
案
と
し
て
本
会
第
100
回
定
期
総
会
へ
上
程
さ
れ
る
。

石井東海議長会会長
（岐阜市）

２０２４年台湾東部沖地震へのお見舞い２０２４年台湾東部沖地震へのお見舞い
本会正副会長は、台湾東部沖地震を受け、以下の
お見舞い状を送った。
台北駐日経済文化代表処

駐日代表　謝　長廷 様
去る４月３日、台湾東部沖を震源とする大きな地震

が発生し、甚大な被害をもたらしました。この災害により
お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、
被災された皆さまに対し心よりお見舞い申し上げます。

台湾と日本は深い親交を育んできた長い歴史があり、そ
れは国家レベルの関係にとどまらず、１３０を超える自治体
同士が姉妹・友好都市を締結するなど、経済や文化など
様 な々分野で幅広い草の根の交流を積み重ねてきました。

そのような大切な友人である台湾の皆さまが、大きな被害を
受けていることにとても心を痛めております。

被災された皆さまが一日も早く安心な日常を取り戻す
とともに、被災地の復旧・復興が速やかに進みますよう
に、日本の８１５市を代表して心よりお祈り申し上げます。

令和６年４月１８日
全国市議会議長会
会　長	 坊	　	恭	寿	(神戸市会議長)
副会長	 畑	中	優	周	(釧路市議会議長)
副会長	 大	峯	英	之	(いわき市議会議長)
副会長	 大	津	亮	一	(水戸市議会議長)
副会長	 冨	田		　薫	(桑名市議会議長)
副会長	 西	田	雄	一	(養父市議会議長)
副会長	 白	石	義	人	(高松市議会議長)

地
方
議
長
会
総
会 

相
次
ぎ
開
催

東
北
・
東
海
・
近
畿

東
北
・
東
海
・
近
畿

役
員
補
欠
選
任

役
員
補
欠
選
任

近畿市議会議長会 各県支部提出議案
件　名

1 物価高騰等に対する地方自治体への財源措置
2 共同作業場施設の老朽化に伴う大規模改修に対する財源措置
3 地方における公共交通ネットワークの再構築
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的
支
援
を
行
う
も
の
。
様
々

な
分
野
と
繋
が
り
を
持
っ
て

地
域
づ
く
り
を
行
う
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
働
す
る
こ
と

で
、
官
民
の
水
平
的
連
携
の

有
効
性
を
感
じ
て
い
る
。

孤独・孤立対策
シンポジウム

•
こ
れ
ま
で
の

歩
み尾

道
市
で

は
、
以
前
か
ら

福
祉
施
策
の

各
分
野
ご
と

に
支
援
を
充

実
さ
せ
て
き

た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が

深
刻
化
す
る

中
で
各
分
野
の
支
援
機
関

へ
の
相
談
が
急
増
し
た
。
そ

の
支
援
の
過
程
で
、
支
え
て

く
れ
る
人
や
相
談
で
き
る

人
が
い
な
い
な
ど
い
わ
ゆ

る
「
関
係
性
の
貧
困
」
を
背

景
と
し
た
社
会
的
孤
立
の

問
題
が
顕
在
化
し
た
。

相
談
件
数
の
急
増
や
支
援

の
長
期
化
に
よ
っ
て
支
援
機

関
も
疲
弊
し
て
い
っ
た
こ
と

か
ら
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
を
受
け
る
「
福
祉
ま
る
ご

と
相
談
窓
口
」、継
続
的
な
支

援
が
必
要
な
世
帯
を
官
学
共

同
で
支
え
る
「
地
域
共
生
包

括
化
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

社
会
的
孤
立
の
状
態
に
あ
る

世
帯
の
支
援
体
制
の
整
備
に

着
手
し
た
。

地
域
共
生
包
括
化
推
進
会

議
は
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、

教
育
、就
労
、地
域
な
ど
の
関

係
者
が
分
野
を
超
え
て
、
伴

走
支
援
、
福
祉
資
源
の
開
発
、

支
援
側
へ
の
支
援
な
ど
包
括

•
こ
れ
か
ら
の
取
組

令
和
6
年
度
か
ら
、孤
独・

孤
立
対
策
地
域
協
議
会
と
し

て
、
現
在
の
地
域
共
生
包
括

化
推
進
会
議
に
個
別
支
援
プ

ラ
ン
と
事
業
間
連
携
の
機
能

を
追
加
し
た
「（
仮
称
）
お
の

ま
る
会
議
」
を
新
た
に
設
置

し
、
個
別
支
援
、
課
題
の
抽

出
、
地
域
づ
く
り
、
関
係
事

業
や
他
の
会
議
体
と
の
調
整

を
担
う
予
定
。

ま
た
、
地
域
協
議
会
を
核

に
課
題
と
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
、

そ
れ
に
応
じ
た
多
様
な
地
域

版
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連

携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
を
検
討
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
観
光

振
興
な
ど
の
取
組
と
連
動
し

分
野
を
問
わ
な
い
相
談
を

福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
で

受
け
、
そ
れ
を
地
域
共
生
包

括
化
推
進
会
議
で
の
伴
走
支

援
へ
繋
げ
、
民
生
委
員
や
地

域
の
福
祉
事
業
者
等
の
身
近

「関係性の貧困」問題の顕在化、
相談件数の急増、支援機関の疲弊

⃝支援機関同士の連携
（官民の支援機関や学識関係者、民生委員
などが横の繋がりを構成。事務局は市と社
会福祉協議会で共同運営）

⃝伴走支援
⃝福祉資源開発

地域共生包括化推進会議
主な役割

前
回
に
続
き
、
３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
内
閣
官
房
孤

独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
令
和
5

年
度
第
2
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。
今

号
は
、
尾
道
市
及
び
熊
本
市
の
事
例
紹
介・パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
載
す
る
。

幅
広
い
連
携
と
情
報
共
有
を

地
域
協
議
会
設
置
へ

た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
居
場
所
支
援
な
ど
福
祉

資
源
の
開
発
を
担
い
、
孤

独
・
孤
立
対
策
に
重
要
な
多

分
野
の
繋
が
り
で
支
援
の
選

択
肢
を
広
げ
た
い
。

さ
ら
に
、
協
議
の
促
進
の

た
め
、市
で
は
地
域
づ
く
り
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。具

体
的
に
は
、専
門
職
と
福
祉
関

係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
的
に
、
孤
独・孤
立
対

策
で
重
要
な
「
予
防
の
観
点
」

を
踏
ま
え
、日
常
生
活
圏
域
ご

と
に
研
修
交
流
会
と
福
祉
ま

る
ご
と
相
談
会
を
開
催
。お
互

い
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
築

き
な
が
ら
、地
域
の
課
題
の
把

握
や
福
祉
資
源
の
開
発
に
取

組
、地
域
で
の
繋
が
り
を
実
感

で
き
る
よ
う
な
取
組
を
展
開

し
て
い
る
。

人
材
の
確
保
等
に
つ
い
て

は
、
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
会
、

教育

研
修
交
流
会
の
実
施
を
通
じ

て
、地
域
で
の
孤
独・孤
立
に

関
す
る
理
解
者
を
養
成
し
て

い
き
た
い
。

孤
独・孤
立
と
は
、我
が
国

が
抱
え
る
重
要
な
課
題
。
地

域
の
人
々
の
新
た
な
繋
が
り

を
作
り
、
様
々
な
背
景
を
持

つ
人
に
と
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

な
支
援
者
と
も
結
び
付
け
る

こ
と
で
、
地
域
単
位
で
繋
が

り
の
実
感
を
生
み
出
し
、
支

援
者
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
づ
く
り
の
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

平谷尾道市長

藤原尾道市係長

信頼

顔
の

見
え

る
関係

ワンストップで受け止めます

■ 尾道市の三つの理念　「つながりの実感」

支援者の支援を行う
窓口があるから安心

福祉まるごと相談窓口

行政
窓口

支援
機関

研修
交流会

福祉まるごと
相談会

地域
住民

支援
員 行政

連 携

課 題
解 決
会 議

個  別
ケース
会  議

介護

困窮

就労
居住

地域

障害
医療

複
雑
複
合
化

し
た
問
題
を

つ
な
げ
る

連
携
を
地
域

に
つ
な
げ
る

身近な支援窓口

市民の相談窓口 支援者の支援窓口

尾道オリジナル

尾道オリジナル

※説明資料をもとに本会作成

尾道市の取組事例紹介
平谷祐宏 氏  尾道市長
藤原一宏 氏 尾道市福祉保健部
 社会福祉課保護係長

地域共生
包 括 化
推進会議

相談
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•
熊
本
市
の
取

組
熊
本
市
で
は
、

令
和
3
年
度
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
庁
内

部
局
と
の
連
携

体
制
の
構
築
に

着
手
し
、
３
年

4
月
に
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ

た
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
勉
強

会
や
連
携
会
議
に
参
加
し

た
。
4
年
度
に
は
、
官・民・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
幅
広
く
水
平
的

連
携
し
て
「
居
場
所
」
づ
く

り
な
ど
に
取
り
組
む
地
方
版

孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置

し
た
。

５
年
度
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
成
団
体
で
あ

る
く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

開
催
す
る
「
火
の
国
会
議

（
県
内
外
の
支
援
団
体
や

様
々
な
行
政
機
関
が
集
ま
る

情
報
共
有
・
課
題
調
整
な

ど
の
連
絡

会
）
」
の

孤
独
・
孤

立
対
策
に

関
す
る
勉

強
会
へ
参

加
し
て
い

る
ほ
か
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

と
も
に
相

談
事
業

「
な
ん
で

ん
相
談
＠

熊
本
」
を

開
始
し
、

支
援
が
必

要
と
思
わ

れ
る
相
談

者
の
早
期
発
見
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
地
域
団
体

や
庁
内
へ
の
広
報
な
ど
も
実

施
し
て
い
る
。

左
上
図
が
現
在
の
市
に
お

け
る
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

イ
メ
ー
ジ
で
、
現
状
庁
内
で

は
福
祉
関
係
部
署
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
今
後
は
こ

ど
も
、
教
育
、
医
療
の
分
野

な
ど
へ
も
広
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

福
祉
関
係
事
業
者
、
民
生
委

員
な
ど
幅
広
い
民
間
の
方
々

に
参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
拡

大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
参
加
団

体
と
他
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

個
別
支
援
な
ど
に
関
す
る
協

議
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
想
定
し
て
お
り
、
連
携

の
一
層
の
推
進
を
期
待
し
て

い
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
拡

大
や
地
域
協
議
会
に
お
け
る

連
携
は
、
個
別
支
援
の
た
め

の
情
報
交
換
、
支
援
者
の
支

援
疲
れ
解
消
な
ど
に
も
有
効

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

•
く
ま
も
と
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｋ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）
の
取
組

当
団
体
は
平
成
28
年
の
熊

本
地
震
を
機
に
立
ち
上
が
っ

た
団
体
で
、
熊
本
県
、
熊
本

市
、
他
市
町
村
、
県・市
の
社

会
福
祉
協
議
会
、
生
協
や
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
、
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
て
運
営
し
て
い
る
。

主
な
活
動
に
は
、「
火
の
国

会
議
」
の
開
催
の
ほ
か
、
市

町
村
で
情
報
共
有
を
し
な
が

ら
、
災
害
時
に
お
け
る
被
災

市
町
村
で
の
活
動
調
整
や
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支

援
、
被
災
者
の
生
活
環
境
の

改
善
支
援
や
仮
設
住
宅
入
居

者
の
支
援
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
発
掘
な
ど
が
あ
る
。

「
火
の
国
会
議
」
で
は
、被

災
地
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
が
困
難
で
あ
り
、
孤
独
・

孤
立
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い

う
点
か
ら
、
孤
独
・
孤
立
対

策
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

被
災
者
支
援
に
携
わ
っ
た
支

援
団
体
か
ら
、
被
災
者
の
孤

独
・
孤
立
化
の
事
例
を
共
有

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

声
が
上
が
り
、
令
和
3
年
8

～ 

10
月
に
3
回
に
わ
た
っ

て
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
課
題
共
有

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
要

支
援
者
の
掘
り
起
こ
し
が
必

要
で
あ
り
、孤
独・孤
立
対
策

が
必
要
」
と
の
結
論
に
至
っ

た
。現

状
を
知
る
た
め
に
、
孤

独
・
孤
立
を
感
じ
る
人
の
心

と
身
体
の
健
康
リ
ス
ク
や
地

域
に
と
け
込
め
な
い
理
由
、

環
境
の
変
化
や
交
流
が
な
い

こ
と
で
の
影
響
を
整
理
。
次

に
、孤
独・孤
立
化
し
た
人
を

繋
ぐ
た
め
の
同
じ
境
遇
の
人

が
集
ま
れ
る
場
の
提
供
、
交

流
会
な
ど
の
周
知
や
参
加
を

促
す
工
夫
、
積
極
的
に
交
流

で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
支
援

者
同
士
も
繋
が
る
必
要
が
あ

る
と
実
感
し
、社
会
資
源（
制

度
等
）
に
繋
ぐ
こ
と
や
関
係

機
関
と
の
連
携
の
必
要
性
を

感
じ
た
。

結
論
と
し
て
は
、「
孤
独・

孤
立
化
し
そ
う
な
人
を
つ
な

げ
る
工
夫
」
が
必
要
と
い
う

こ
と
。
多
様
な
交
流
の
場
の

周
知
・
参
加
の
工
夫
も
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
孤
独
・
孤

立
を
防
止
す
る
支
援
者
が
繋

が
り
情
報
共
有
す
る
場
が
必

要
で
あ
り
、
加
え
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
の
連
携
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
最
終
的
に

共
有
し
た
。

そ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

の
取
組
と
し
て
、前
述
の「
な

ん
で
ん
相
談
＠
熊
本
」
で
の

相
談
を
通
じ
、
孤
独
・
孤
立

の
背
景
に
精
神
疾
患
、
困

窮
、
病
気
、
障
害
、
虐
待
、

依
存
症
な
ど
多
岐
に
渡
る
問

題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

保
護
の
専
門
機
関
、
行
政
の

専
門
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
相
談

で
き
る
機
関
と
の
連
携
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
。

事
業

熊本市森川副課長（右）、樋口くまもと災害
ボランティア団体ネットワーク代表理事（左）

■熊本市孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム(PF)のイメージ

様々な問題を抱える市民
（被災者、生活困窮者、障害者、性的マイノリティ、外国にルーツのある方など）

問題を抱える市民への支援、民間団体のサポートなど
「なんでん相談＠熊本」の運営、「火の国会議」との連携、広報事業など

孤独・孤立PF
【熊本市役所】 【民間支援団体】

（福祉分野）

健康福祉政策課、
高齢福祉政策課など

各部署

（NPO、民間企業）

くまもと災害ボラン
ティア団体ネットワ

ークなど各団体

現状

連
携

今後

こども、教育、
医療、人権
など広い

分野の部署、
各区役所等

社会福祉協議
会、福祉事業
者、住民団体、
ボランティア

団体など

拡大拡大

庁内の様々な分野や、より多くの民間団体の参画による拡大を図っていく

支
援

支
援

PF参加団体のコアメンバーが地域協議会を構成していくイメージを想定
※説明資料をもとに本会作成

熊本市の取組事例紹介
森川　毅 氏  熊本市健康福祉政策課副課長
樋口　務 氏 特定非営利活動法人くまもと災害
 ボランティア団体ネットワーク代表理事
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大西内閣官房孤独・孤
立対策担当室政策参与

応
す
る
に
は
専
門
特
化
し
た

部
署
が
必
要
に
な
る
が
、
専

門
部
署
だ
け
で
は
解
決
し
に

く
い
課
題
も
あ
る
。
そ
の
際

そ
れ
以
外
の
部
署
が
関
わ
り

に
く
い
と
い
う
の
が
既
存
の

枠
組
み
の
欠
点
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
孤
独・孤
立
の
取

組
で
の「
広
い
繋
が
り
で
課
題

解
決
す
る
」と
い
う
手
法
が
効

果
的
に
な
る
の
で
は
。

山
本　
既
存
の
支
援
で
は

対
象
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
部

分
も
全
部
ま
と
め
て
支
援
し

よ
う
と
い
う
の
が
孤
独
・
孤

立
対
策
な
の
で
、
既
存
の
施

策
を
使
い
な
が
ら
、
様
々
な

庁
内
の
部
署
や
民
間
の
主
体

を
巻
き
込
ん
だ
体
制
を
作
る

い
い
機
会
だ
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
に
は
全
庁
の
総
合

行
政
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
我
々
も
全
省

庁
巻
き
込
ん
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

村木全国社会
福祉協議会会長

大
西　
孤
独
・
孤
立
対
策

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び

協
議
会
の
設
置
に
当
た
っ
て
、

自
治
体
等
に
設
置
さ
れ
て
い

た
既
存
の
枠
組
み
と
役
割
な

ど
を
ど
う
整
理
し
た
の
か
。

両
市
に
お
伺
い
し
、
皆
さ
ん

の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
た
い
。

藤
原　
尾
道
市
で
は
複
合

的
な
課
題
を
抱
え
た
方
が
多

く
、
多
分
野
で
の
支
援
が
必

要
に
な
っ
た
。そ
の
た
め
、多

機
関
連
携
だ
け
で
は
な
く
共

同
で
支
援
を
行
う
こ
と
が
重

要
と
認
識
し
、
現
場
だ
け
が

連
携
や
協
働
を
行
う
の
で
は

な
く
、
行
政
も
巻
き
込
ん
で

一
体
的
に
協
働
し
た
支
援
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

森
川　
「
な
ん
で
ん
相
談

＠
熊
本
」
で
は
孤
独
・
孤
立

に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
受

け
て
い
る
が
、
市
と
団
体
の

間
に
個
人
情
報
の
壁
が
あ
り
、

要
支
援
者
に
つ
い
て
の
情
報

共
有
が
推
測
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

今
後
設
立
す
る
孤
独
・
孤

大西　連 氏 　内閣官房孤独・孤立対策担当室政策参与

山本麻里 氏 　内閣官房孤独・孤立対策担当室長
村木厚子 氏 　社会福祉法人全国社会福祉協議会会長
吉田建治 氏 　特定非営利活動法人日本 NPO センター事務局長
藤原一宏 氏 　尾道市福祉保健部社会福祉課保護係長
高橋　望 氏 　尾道市社会福祉協議会サポートセンター係長
森川　毅 氏 　熊本市健康福祉政策課副課長
樋口　務 氏 　特定非営利活動法人くまもと災害ボランティア団体
   　ネットワーク代表理事

モ デ レ ー タ ー

パ ネ リ ス ト

各地の課題やアクションについて各地の課題やアクションについて

大
西　
次
に
、
官
民
で
の

縦
割
り
を
ど
う
打
開
す
れ
ば

い
い
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

森
川　
熊
本
市
の
孤
独
・

孤
立
対
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
成
を
今
後
更
に
多
様

な
部
署
へ
拡
充
し
て
い
き
た

い
。樋

口　
行
政
主
導
の
仕
組

み
に
民
間
が
参
入
す
る
場
合
、

ど
う
し
て
も
民
間
に
と
っ
て

敷
居
が
高
い
と
感
じ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。

一
方
、
民
間
主
導
で
仕
組

み
を
作
る
と
財
政
面
で
課
題

が
あ
る
。
国
の
補
助
金
や
柔

軟
に
使
え
る
制
度
が
あ
れ
ば

作
り
や
す
く
な
る
の
で
は
。

大
西　
官
・
民
の
協
働
の

際
は
、
お
金
の
流
れ
な
ど
で

上
下
関
係
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

藤
原　
尾
道
市
で
は
、
横

の
繋
が
り
を
形
成
す
る
た
め
、

協
議
会
等
に
参
加
し
て
ほ
し

い
人
・
団
体
の
も
と
を
直
接

訪
れ
、「
仲
間
に
な
る
メ
リ
ッ

ト
」
を
説
明
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
取
組
の
中
で

我
々
の
活
動
を
理
解
し
て
い

た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
た
め
、
直
接
お
会
い

し
た
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う

な
ど
、「
目
線
を
合
わ
せ
て
お

願
い
す
る
」
と
い
う
こ
と
が

官
民
と
も
に
大
事
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

高
橋　
私
は
社
会
福
祉
協

議
会
と
い
う
立
場
か
ら
、
行

政
に
直
接
意
見
を
伝
え
づ
ら

い
団
体
の
仲
介
役
を
担
う
な

ど
、
民
と
官
の
仲
介
役
の
よ

う
な
形
で
連
携
し
て
い
る
。

民
間
と
行
政
を
繋
ぐ
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
繋
が
り
の

核
と
な
る
存
在
が
重
要
な
の

で
は
な
い
か
。

村
木　
社
会
福
祉
協
議
会

は
官
と
の
繋
が
り
が
比
較
的

強
い
の
で
、
官
民
を
繋
ぐ
役

と
し
て
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。

立
対
策
地
域
協
議
会
で
は
、

そ
ん
な
面
を
克
服
で
き
る
の

で
は
。

樋
口　
相
談
を
受
け
た
際
、

緊
急
性
が
な
い
方
に
は
居
場

所
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
団

体
を
紹
介
し
た
り
、逆
に
緊
急

性
の
あ
る
方
は
役
所
に
繋
ぐ

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

吉
田　
福
祉
の
課
題
に
対

ま
た
、
対
象
者
の
み
を
支

援
す
る
「
点
の
支
援
」
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
を
育

て
る
「
面
の
支
援
」
が
必
要
。

要
支
援
者
を
ど
う
支
援
す
る

か
、
地
域
に
ど
う
繋
が
り
を

作
る
か
、
そ
の
両
方
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

吉
田　
官
・
民
の
仲
介
役

に
な
る
人
材
を
地
域
で
ど
う

育
み
、
支
え
る
か
、
ま
た
ど

う
予
算
配
分
す
る
の
か
と
い

う
の
が
重
要
な
課
題
で
は
な

い
か
と
思
う
。

山
本　
行
政
の
縦
割
り
を

打
破
す
る
に
は
2
つ
の
や
り

方
が
あ
る
。
一
つ
は
熊
本
市

の
よ
う
に
問
題
を
庁
内
の
多

様
な
部
署
に
よ
る
連
携
で
解

決
を
図
る
や
り
方
。
も
う
一

つ
は
、尾
道
市
の
よ
う
に「
問

山本内閣官房孤独・
孤立対策担当室長

高橋尾道市社協係長

意見交換

官・民
の
縦
割
り
打
開

官・民
の
縦
割
り
打
開

既
存
の
枠
組
み
と
の

既
存
の
枠
組
み
と
の

役
割
整
理

役
割
整
理
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▽
八
女
市
（
福
岡
県
）

〒
８
３
４
―
８
５
８
５

八
女
市
本
町
６
４
７

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
場
の
内
装
や
机
、
椅
子

な
ど
に
は
八
女
産
の
杉
材
が

活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
傍

聴
席
に
は
車
椅
子
席
や
親
子

連
れ
対
応
の
個
室
席
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成八女市役所新庁舎

（写真提供＝八女市）
議場

（写真提供＝八女市）

お
知
ら
せ

次
号
の
旬
報
は
、
５

月
15
日
付
の
２
２
６
３

・
４
号
合
併
号
と
し
て

発
行
し
ま
す
。

（
４
月
19
日
迄
の
報
告
を
掲
載
）

▼
議
長

▽
川
越 

中
原
秀
文（
4・9
）

▽
豊
前 

岡
本
清
靖（
4・10
）

▽
北
上 

菊
池　
勝（
4・11
）

▽
伊
賀 

西
口
和
成（
4・15
）

▽
郡
上 

森
藤
文
男（
4・16
）

▽
名
張 

永
岡　
禎（
4・17
）

▽
大
田（
島
根
）　
河
村
賢
治

 

（
4・19
）

▼
副
議
長

▽
川
越 

中
村
文
明（
4・9
）

▽
豊
前 

福
井
昌
文（
4・10
）

▽
北
上 

高
橋
孝
二（
4・11
）

▽
う
る
ま 

藏
根　
武（
4・12
）

▽
伊
賀 

桃
井
弘
子（
4・15
）

▽
郡
上 

田
中
義
久（
4・16
）

▽
名
張 

阪
本
忠
幸（
4・17
）

▽
大
田（
島
根
）　
小
川
和
也

 

（
4・19
）

▼
事
務
局
長

【
令
和
５
年
】

▽
向
日 

厳
嶋
敏
之（
10・1
）

【
令
和
６
年
】

▽
二
戸 

生
内
雅
史（
3・31
）

▽
三
笠 

砂
川
了
一（
4・1
）

▽
仙
北 

藤
岡　
純（
4・1
）

▽
小
千
谷 

野
口
美
奈
子

 

（
4・1
）

▽
伊
那 

白
鳥
英
一（
4・1
）

▽
大
町 

勝
野
律
子（
4・1
）

▽
目
黒 

松
下
健
治（
4・1
）

▽
逗
子 

廣
末　
治（
4・1
）

▽
伊
勢
原 

佐
伯
暁
美（
4・1
）

▽
北
杜 

進
藤　
聡（
4・1
）

▽
市
川 

池
田
孝
広（
4・1
）

議
会
人
事

▽
東
金 

柴　
伸
一（
4・1
）

▽
泉
大
津 

橋
本
幸
男（
4・1
）

▽
長
浜 

川
﨑
達
雄（
4・1
）

▽
淡
路 

原
田
安
暢（
4・1
）

▽
出
雲 

森
山
賢
次（
4・1
）

▽
筑
後 

小
林
志
麻（
4・1
）

▽
大
川 

西
原　
真（
4・1
）

▽
豊
前 

尾
家
真
由
美（
4・1
）

▽
武
雄 

江
上
新
治（
4・1
）

▽
宇
土 

田
尻
清
孝（
4・1
）

▽
由
布 

工
藤
由
美（
4・1
）

▽
阿
久
根 

新
塘
浩
二（
4・1
）

▽
南
城 

外
間
勝
利（
4・1
）

題
に
関
わ
る
メ
リ
ッ
ト
」
を

提
示
す
る
や
り
方
。

色
々
な
部
署
に
繋
が
れ
ば
、

そ
の
部
署
本
来
の
仕
事
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ

て
こ
な
か
っ
た
民
間
の
人
た

◆
「
孤
独
・
孤
立
対
策
は
カ

バ
ー
す
べ
き
対
象
が
広
す
ぎ

て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
る
担

当
が
決
め
に
く
い
点
に
つ
い

て
、
他
の
自
治
体
で
は
ど
の

よ
う
な
解
決
策
を
見
い
だ
し

て
い
る
か
」（
自
治
体
職
員
）

藤
原　
市
民
の
ニ
ー
ズ
が

複
雑
化
・
広
範
化
す
る
中
で

ど
こ
が
担
当
か
わ
か
ら
な
い

場
合
も
対
応
す
る
た
め
に
、

複
数
部
署
で
構
成
さ
れ
た
枠

組
み
を
一
つ
作
っ
て
お
け
ば
、

そ
の
中
で
考
え
ら
れ
る
。

尾
道
市
で
も
、
一
つ
の
部

署
で
予
算
や
事
務
分
掌
を
縦

割
り
で
行
う
の
と
複
数
連
携

し
て
解
決
を
す
る
の
と
で
は

や
は
り
結
果
が
違
っ
た
。
役

所
の
中
も
横
の
繋
が
り
を

作
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
肝
要
で
は
な
い
か
。

森
川　
熊
本
市
健
康
福
祉

政
策
課
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
民
生
委
員
な
ど
分
野

横
断
的
に
活
動
し
て
い
る
地

域
の
団
体
と
関
わ
っ
て
い
る
。

普
段
か
ら
地
域
団
体
と
顔

合
わ
せ
し
て
い
る
我
々
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は

自
然
な
こ
と
と
思
う
。

◆
「
自
治
会
組
織
等
を
ど
う

巻
き
込
め
ば
い
い
か
、
今
後

自
治
会
等
に
ど
う
い
う
役
割

が
あ
る
か
」（
民
間
団
体
）

森
川　
熊
本
市
で
は
、
小

学
校
の
校
区
ご
と
に
編
成
さ

れ
た「
校
区
社
協
」と
い
う
地

域
の
福
祉
団
体
が
あ
る
。そ
こ

に
は
色
々
な
地
域
の
団
体
が

関
わ
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

村
木　
近
年
、
自
治
会
の

弱
体
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
防
災
関
係
と
子
育
て
関

係
だ
け
は
機
能
が
残
っ
て
い

ち
を
ど
う
巻
き
込
む
か
。
自

分
た
ち
の
活
動
が
孤
独
・
孤

立
対
策
の
一
環
に
な
っ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
な
い
民
間

団
体
が
多
い
の
で
、
気
づ
い

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
発
信

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。

る
事
が
多
い
。
今
も
残
っ
て

い
る
機
能
を
取
っ
か
か
り
に
、

そ
の
部
分
で
協
働
を
持
ち
か

け
る
と
い
う
や
り
方
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
。

吉
田　

地
域
の
課
題
や
、

暮
ら
し
を
ど
う
支
え
る
か
と

い
う
議
論
を
入
口
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

村
木
　
全
国
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
難
し

く
な
っ
て
、
誰
も
が
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ

を
様
々
な
人
と
連
携
し
て
解

決
で
き
る
ツ
ー
ル
が
孤
独
・

孤
立
対
策
な
の
で
は
な
い
か
。

吉
田　
福
祉
の
課
題
を
福

祉
以
外
の
解
決
策
で
ど
う
解

け
る
の
か
、
福
祉
以
外
の
課

題
に
福
祉
的
な
視
点
を
ど
う

入
れ
ら
れ
る
か
。
そ
れ
は
地

域
づ
く
り
そ
の
も
の
で
、
福

祉
施
策
そ
の
も
の
で
も
あ
る

と
思
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
持
ち
寄
っ
て
共
に

学
び
合
え
る
と
良
い
と
思
う
。

山
本　
孤
独
・
孤
立
対
策

と
は
、言
い
換
え
れ
ば
、広
く

地
域
の
様
々
な
方
の
力
を
借

り
る
と
い
う
こ
と
で
、
必
要

な
の
は
そ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
作
り
。

そ
の
考
え
方
を
大
事
に
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
我
々

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

吉田日本NPO
センター事務局長

事
前
質
問

事
前
質
問

ま

と

め

ま

と

め


